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(57)【要約】
【課題】充填作業の効率性を向上するとともに遊動バル
ブが不用意に開放することを防止し、吹き返し現象を生
じさせることなくブリッジを徐々に崩して粉末状内容物
の緩やかで円滑な流動性を確保するバルブ付きロート型
充填キットを提供すること。
【解決手段】喉部１１１を下部に設けた充填用ロート１
１０と、喉部１１１の流入口に位置する遊動バルブ１２
０とを備え、バルブ開放機構が、遊動バルブ１２０に取
り付けられるバルブ側磁石１２１とバルブ側磁石１２１
の下方に配置されるバルブ浮揚用磁気手段１４０とから
なるバルブ付きロート型充填キット１００。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉末収容ボトルのボトル開口部に内挿される喉部を下部に設けた充填用ロートと、前記
喉部の流入口に位置して粉末収容ボトルへの粉末状内容物の流入を規制する遊動バルブと
を備えているバルブ付きロート型充填キットにおいて、
　前記遊動バルブを開放して粉末状内容物を粉末収容ボトルに流入させるバルブ開放機構
が、前記遊動バルブに取り付けられるバルブ側磁石と該バルブ側磁石の下方に配置されて
バルブ側磁石を反発離間させて浮揚させるバルブ浮揚用磁気手段とからなることを特徴と
するバルブ付きロート型充填キット。
【請求項２】
　前記バルブ浮揚用磁気手段が、前記喉部の外周に移動自在な状態で配置されて前記粉末
収容ボトルを喉部に外嵌する際に粉末収容ボトルによって押し上げ自在となるバルブ浮揚
用磁石からなることを特徴とする請求項１記載のバルブ付きロート型充填キット。
【請求項３】
　前記バルブ浮揚用磁石が、前記喉部の外周に移動自在な状態で配置されて前記粉末収容
ボトルを喉部に外嵌する際に粉末収容ボトルによって押し上げ自在となるボトル開口部用
カバーに取り付けられていることを特徴とする請求項２記載のバルブ付きロート型充填キ
ット。
【請求項４】
　前記ボトル開口部用カバーが、前記喉部の外周に形成したカバー支持用フランジによっ
て垂直方向に位置規制されていることを特徴とする請求項３記載のバルブ付きロート型充
填キット。
【請求項５】
　前記遊動バルブが、前記バルブ側磁石を上下両端に有していることを特徴とする請求項
１乃至請求項４のいずれかに記載のバルブ付きロート型充填キット。
【請求項６】
　前記遊動バルブが、前記充填用ロート内で振動を付与されて揺動または旋回するように
なっていることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のバルブ付きロート
型充填キット。
【請求項７】
　前記充填用ロートの近傍に設けた振動発生器が、前記遊動バルブへ振動を付与している
ことを特徴とする請求項６記載のバルブ付きロート型充填キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧料、医薬品、食品等の収容ボトルに対して粉末状内容物を充填する際に
用いられるバルブ付きロート型充填キットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、粉末状内容物をロートやホッパ等を用いて収容ボトルに対して充填する際には
、ロートやホッパの内周壁に沿って、また、径の細くなる喉部の流入口に跨るように、粉
粒体同士が架橋し構造をつくって付着するブリッジ現象が発生することが知られており、
粉末状内容物の円滑な流動が損なわれる場合があった。
【０００３】
　そして、従来、このブリッジ現象を解決する手段として、ホッパの周壁に対して衝撃力
を直接的または間接的に負荷する摺動ロッドを備えたハンマリング装置が提案されている
（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開昭６３－１００９９１号公報（特許請求の範囲、図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、前述したような従来のハンマリング装置では、摺動ロッドによる衝撃力
がホッパの周壁を介して間接的に粉末状内容物に対して伝達されるため、粉末状内容物が
強固に架橋し、付着した場合にはブリッジを崩すことができないという問題があった。
【０００５】
　また、従来のハンマリング装置では、摺動ロッドによる衝撃力によってブリッジの一部
が崩落することがあるため、多量の粉末状内容物が急激に収容ボトル内に落下して空気の
吹き返し現象が生じ、粉末状内容物が外部飛散することがあるという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、従来の問題を解決するものであって、すなわち、本発明の目的は、
充填用ロートに対する粉末収容ボトルの設置を利用して遊動バルブを開放して、充填作業
に係る作業手順を簡素化して充填作業の効率性を向上するとともに、粉末収容ボトルが充
填用ロートに対して設置されていない状態で遊動バルブが不用意に開放することを防止し
、しかも、吹き返し現象を生じさせることなく充填用ロート内で創成されがちなブリッジ
を徐々に崩して粉末状内容物の緩やかで円滑な流動性を確保するバルブ付きロート型充填
キットを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る本発明は、粉末収容ボトルのボトル開口部に内挿される喉部を下部に設
けた充填用ロートと、前記喉部の流入口に位置して粉末収容ボトルへの粉末状内容物の流
入を規制する遊動バルブとを備えているバルブ付きロート型充填キットにおいて、前記遊
動バルブを開放して粉末状内容物を粉末収容ボトルに流入させるバルブ開放機構が、前記
遊動バルブに取り付けられるバルブ側磁石と該バルブ側磁石の下方に配置されてバルブ側
磁石を反発離間させて浮揚させるバルブ浮揚用磁気手段とからなることにより、前述した
課題を解決したものである。
【０００８】
　請求項２に係る本発明は、請求項１記載の構成に加えて、前記バルブ浮揚用磁気手段が
、前記喉部の外周に移動自在な状態で配置されて前記粉末収容ボトルを喉部に外嵌する際
に粉末収容ボトルによって押し上げ自在となるバルブ浮揚用磁石からなることにより、前
述した課題を解決したものである。
【０００９】
　請求項３に係る本発明は、請求項２記載の構成に加えて、前記バルブ浮揚用磁石が、前
記喉部の外周に移動自在な状態で配置されて前記粉末収容ボトルを喉部に外嵌する際に粉
末収容ボトルによって押し上げ自在となるボトル開口部用カバーに取り付けられているこ
とにより、前述した課題を解決したものである。
【００１０】
　請求項４に係る本発明は、請求項３記載の構成に加えて、前記ボトル開口部用カバーが
、前記喉部の外周に形成したカバー支持用フランジによって垂直方向に位置規制されてい
ることにより、前述した課題を解決したものである。
【００１１】
　請求項５に係る本発明は、請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の構成に加えて、前
記遊動バルブが、前記バルブ側磁石を上下両端に有していることにより、前述した課題を
解決したものである。
【００１２】
　請求項６に係る本発明は、請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の構成に加えて、前
記遊動バルブが充填用ロート内で振動を付与されて揺動または旋回するようになっている
ことにより、前述した課題を解決したものである。
【００１３】
　請求項７に係る本発明は、請求項６記載の構成に加えて、前記充填用ロートの近傍に設
けた振動発生器が、前記遊動バルブへ振動を付与していることにより、前述した課題を解
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決したものである。
【発明の効果】
【００１４】
　そこで、本発明のバルブ付きロート型充填キットは、粉末収容ボトルのボトル開口部に
内挿される喉部を下部に設けた充填用ロートと、喉部の流入口に位置して粉末収容ボトル
への粉末状内容物の流入を規制する遊動バルブとを備えていることにより、遊動バルブを
開放することで充填用ロートに投入された粉末状内容物を粉末収容ボトル内に自然落下に
よって流入させることができ、加えて、以下のような特有の構成に対応した格別の効果を
奏することができる。
【００１５】
　請求項１に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、バルブ開放機構が、
遊動バルブに取り付けられるバルブ側磁石とバルブ側磁石の下方に配置されるバルブ浮揚
用磁気手段とからなることにより、バルブ浮揚用磁気手段によってバルブ側磁石を反発離
間させて浮揚させることで、遊動バルブを開放させて粉末状内容物を粉末収容ボトル内に
流入させるため、遊動バルブが喉部内における粉末状内容物の流動を阻害することなく、
粉末収容ボトルに対する粉末状内容物の円滑な充填を実現できる。
【００１６】
　請求項２に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項１記載のバル
ブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、バルブ浮揚用磁気手段が、喉部の外周
に移動自在な状態で配置されて粉末収容ボトルを喉部に外嵌する際に粉末収容ボトルによ
って押し上げ自在となるバルブ浮揚用磁石からなることにより、粉末収容ボトルの設置時
にバルブ浮揚用磁石とバルブ側磁石とが相互に接近して反発離間するため、充填用ロート
に対する粉末収容ボトルの設置を利用して遊動バルブを簡便に開放できるとともに、粉末
収容ボトルが充填用ロートに対して設置されていない状態で遊動バルブが不用意に開放す
ることを確実に防止できる。
【００１７】
　また、前述したように、本発明のバルブ付きロート型充填キットは、充填用ロートに対
する粉末収容ボトルの設置を利用して遊動バルブを開放させるように設計されているため
、充填用ロートに対する粉末収容ボトルの設置とは別途にバルブ開放作業を行う必要がな
く充填作業に係る作業工程を短縮でき、特に、複数のバルブ付きロート型充填キットを用
いて充填作業を同時並行で行う場合、複数の充填用ロートに対して粉末状内容物を充填用
ロートに投入した後に各充填用ロートに対して粉末収容ボトルを設置すれば良いため、作
業手順が簡素化して充填作業の効率性を向上させることができる。
【００１８】
　また、本発明のバルブ付きロート型充填キットでは、電気回路を使用して遊動バルブの
開閉を行う必要がないため、キット構造を簡単なものとすることができ、従って、装置を
大掛かりなものや複雑なものにする必要がなく、メンテナンスが容易である。
【００１９】
　請求項３に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項２記載のバル
ブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、バルブ浮揚用磁石が、喉部の外周に移
動自在な状態で配置されて粉末収容ボトルを喉部に外嵌する際に粉末収容ボトルによって
押し上げ自在となるボトル開口部用カバーに取り付けられていることにより、ボトル開口
部用カバーによって粉末収容ボトル内からの粉末状内容物の外部飛散を防止できるばかり
か、バルブ浮揚用磁石をボトル開口部用カバーに取り付けて一体化することでキット構成
が複雑になることを回避できる。
【００２０】
　請求項４に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項３記載のバル
ブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、ボトル開口部用カバーが、喉部の外周
に形成したカバー支持用フランジによって垂直方向に位置規制されていることにより、ボ
トル開口部用カバーを移動自在に保持した状態でボトル開口部用カバーと充填用ロートと



(5) JP 2010-18331 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

を一体化できるため、バルブ付きロート型充填キットの取り扱いを簡便にすることができ
る。
【００２１】
　請求項５に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項１乃至請求項
４のいずれかに記載のバルブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、遊動バルブ
がバルブ側磁石を上下両端に有していることにより、バルブ浮揚用磁気手段によって上下
両端のバルブ側磁石のいずれかを反発させて遊動バルブを確実に浮揚させるため、遊動バ
ルブ内におけるバルブ側磁石の位置や磁極の向きなどに配慮する必要がなく、充填用ロー
トに対する遊動バルブの設置を簡便かつ容易に達成できる。
【００２２】
　請求項６に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項１乃至請求項
５のいずれかに記載のバルブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、遊動バルブ
が充填用ロート内で振動を付与されて揺動または旋回するようになっていることにより、
充填用ロート内で揺動または旋回する遊動バルブは自重によって上下両端のいずれかまた
は側面の一部が充填用ロートの内壁面に接するため、粉末状内容物を流動させる際に充填
用ロートの内壁面に創成されがちなブリッジ、すなわち、粉粒体同士が架橋して構造をつ
くり付着した部分に対して揺動または旋回する遊動バルブが直接的に接触してこれを崩し
、粉末状内容物の充填用ロート内でのより円滑な流動を確保して、粉末収容ボトル内への
定量的な流入をより確実に行うことができる。
【００２３】
　請求項７に係る本発明のバルブ付きロート型充填キットによれば、請求項６記載のバル
ブ付きロート型充填キットが奏する効果に加えて、充填用ロートの近傍に設けた振動発生
器が遊動バルブへ振動を付与していることにより、常に一定の振動を付与することができ
、遊動バルブの一定の揺動または旋回が得られるため、充填速度のムラを防ぐことができ
る。
【００２４】
　また、このように充填速度のムラを防止することで、ブリッジ崩壊時など、多量の粉末
状内容物が急激に粉末収容ボトル内に落下した場合等に生じがちな空気の吹き返し現象を
回避するため、粉末状内容物の外部飛散を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明のバルブ付きロート型充填キットは、粉末収容ボトルのボトル開口部に内挿され
る喉部を下部に設けた充填用ロートと、喉部の流入口に位置して粉末収容ボトルへの粉末
状内容物の流入を規制する遊動バルブとを備え、バルブ開放機構が、遊動バルブに取り付
けられるバルブ側磁石とバルブ側磁石の下方に配置されてバルブ側磁石を反発離間させて
浮揚させるバルブ浮揚用磁気手段とから構成されて、充填用ロートに対する粉末収容ボト
ルの設置を利用して遊動バルブを開放して、充填作業に係る作業手順を簡素化して充填作
業の効率性を向上するとともに、粉末収容ボトルが充填用ロートに対して設置されていな
い状態で遊動バルブが不用意に開放することを防止し、しかも、吹き返し現象を生じさせ
ることなく充填用ロート内で創成されがちなブリッジを徐々に崩して粉末状内容物の緩や
かで円滑な流動性を確保するものであれば、その具体的な実施の形態は如何なるものであ
っても何ら構わない。
【００２６】
　例えば、バルブ側磁石の下方に配置されてバルブ側磁石を反発離間させて浮揚させるバ
ルブ浮揚用磁気手段の具体的態様については、永久磁石、電磁石などの如何なるものであ
っても良いが、永久磁石を採用した場合、電気回路を使用する複雑な装置や大掛かりな装
置にする必要がなく、キット構成が簡便になるのでより好ましい。
【００２７】
　また、本発明のバルブ付きロート型充填キットは、粉末状の内容物のみを対象にするも
のでなく、顆粒状の内容物、混合物状の内容物、液体状の内容物などにも適用できる。
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【００２８】
　また、充填用ロート内の遊動バルブに対して振動を付与する具体的手段については、充
填用ロート内で浮揚する遊動バルブを揺動または旋回させ得るものであれば、人力によっ
て軽くバルブ付きロート型充填キットを揺する、充填用ロートの近傍に振動発生器を設置
するなど如何なる手段であっても良いが、特に、振動発生器を採用した場合には、常に一
定の振動を遊動バルブに対して付与することができ、一定の揺動または旋回が得られて充
填速度のムラを防ぐので、より好ましい。
【実施例】
【００２９】
　以下、本発明の一実施例であるバルブ付きロート型充填キット１００を図面に基づいて
説明する。
　なお、これらは本発明を何ら限定するものではない。
　ここで、図１は、本発明の一実施例であるバルブ付きロート型充填キットの全体概略図
であり、図２は、充填用ロートに粉末収容ボトルを設置する前段階を示す説明図であり、
図３は、充填用ロートに粉末収容ボトルを設置した状態を示す説明図であり、図４は、バ
ルブ付きロート型充填キットに振動を付与した状態を示す説明図であり、図５は、充填用
ロート内でブリッジが創成された状態を示す状態説明図である。
【００３０】
　まず、本実施例であるバルブ付きロート型充填キット１００は、化粧料用容器としての
粉末収容ボトルＢの内部に粉末状内容物Ｃを充填する際に用いられるものであり、図１乃
至図４に示すように、粉末収容ボトルＢのボトル開口部Ｂ１に内挿される喉部１１１を下
部に設けた充填用ロート１１０と、充填用ロート１１０の喉部１１１の流入口に位置して
粉末収容ボトルＢへの粉末状内容物Ｃの流入を規制する遊動バルブ１２０と、充填用ロー
ト１１０の喉部１１１の外周に垂直方向に向けて移動自在な状態で配置され、粉末収容ボ
トルＢのボトル開口部Ｂ１を位置決めする円筒状のボトル開口部用カバー１３０と、ボト
ル開口部用カバー１３０の上端に取り付けられるバルブ浮揚用磁石１４０と、充填用ロー
ト１１０と粉末収容ボトルＢとの近傍に配置されて振動を付与する電磁式の振動発生器１
５０と、充填用ロート１１０を支持するロート用支持台１６０とを備えている。
【００３１】
　充填用ロート１１０は、図１乃至図４に示すように、喉部１１１に外嵌されたロート用
留め具１７０を介して取り外し自在な状態でロート用支持台１６０によって支持されてい
るとともに、喉部１１１の外周にカバー支持用フランジ１１２を有しており、このカバー
支持用フランジ１１２を介して、バルブ浮揚用磁石１４０を上端に取り付けたボトル開口
部用カバー１３０を垂直方向に移動自在な状態で位置規制するようになっている。
【００３２】
　遊動バルブ１２０は、図１乃至図４に示すように、上下両端から長手方向中央に向けて
拡径した上下対称な紡錘形状を呈しているとともに、ネオジウム磁石からなる強力なバル
ブ側磁石１２１をＳ極を外側に向けた状態でそれぞれ上下両端に有しており、バルブ側磁
石１２１と粉末状内容物Ｃとの接触およびバルブ側磁石１２１の脱落を防止するため、全
体をポリプロピレン樹脂でコーティングしている。
　したがって、遊動バルブ１２０を充填用ロート１１０の喉部１１１の投入口に設置する
際には、例え遊動バルブ１２０が充填用ロート１１０の内部へ適当に投入されたとしても
、充填用ロート１１０の内壁によって誘導されて一対のバルブ側磁石１２１のいずれかが
喉部１１１内に入り込むようになっている。
【００３３】
　ボトル開口部用カバー１３０は、図１乃至図４に示すように、バルブ付きロート型充填
キット１００に対して粉末収容ボトルＢを設置した際に、ボトル開口部Ｂ１を覆って粉末
収容ボトルＢから粉末状内容物Ｃが外部飛散することを防止するようになっている。
　また、前述したように、ボトル開口部用カバー１３０の上端には、バルブ浮揚用磁気手
段としての永久磁石からなるバルブ浮揚用磁石１４０が取り付けられており、このバルブ
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浮揚用磁石１４０は、Ｓ極を上方を向けた状態で配置されている。
【００３４】
　つぎに、本発明のバルブ付きロート型充填キット１００を用いた粉末状内容物Ｃの充填
作業の手順について、図２乃至図４に基づいて説明する。
　まず、図２に示すように、充填用ロート１１０の喉部１１１の流入口に遊動バルブ１２
０を設置した状態で、計量器Ｍを用いて適量の粉末状内容物Ｃを充填用ロート１１０内に
投入する。
【００３５】
　つぎに、図３に示すように、ボトル開口部Ｂ１を充填用ロート１１０の喉部１１１に外
嵌するように、粉末収容ボトルＢをロート用支持台１６０の下端に設けられたボトル設置
用台座１６１に設置する。
　この際、ボトル開口部用カバー１３０は、粉末収容ボトルＢの上端によって上方に向け
て押し上げられ、その結果、遊動バルブ１２０とボトル開口部用カバー１３０とが接近し
て、ボトル開口部用カバー１３０の上端に取り付けられバルブ浮揚用磁石１４０が遊動バ
ルブ１２０の上下両端に取り付けられたバルブ側磁石１２１を反発離間させて浮揚させる
ように設計されている。
【００３６】
　つぎに、図４に示すように、振動発生器１５０を作動させて、充填用ロート１１０およ
び遊動バルブ１２０に対して振動を付与する。
　この際、振動を付与された遊動バルブ１２０は、充填用ロート１１０の内壁面に接しな
がら旋回することにより、粉末状内容物Ｃを流動させる際に充填用ロート１１０内で創成
されがちなブリッジに対して直接的に接触して、ブリッジを崩すようになっている。
　なお、図５は、充填用ロート１１０内でブリッジが創成された状態を示す状態説明図で
ある。
【００３７】
　このようにして得られた本実施例のバルブ付きロート型充填キット１００は、遊動バル
ブ１２０を開放するバルブ開放機構が、遊動バルブ１２０に取り付けられるバルブ側磁石
１２１とバルブ側磁石１２１の下方に配置されるバルブ浮揚用磁石１４０とから構成され
ている。
　したがって、バルブ側磁石１２１とバルブ浮揚用磁石１４０とを相互に接近させて、バ
ルブ側磁石１２１を同極同士で反発離間させて浮揚させることで、遊動バルブ１２０を開
放させて粉末状内容物Ｃを粉末収容ボトルＢ内に流入させるため、遊動バルブ１２０が喉
部１１１内における粉末状内容物Ｃの流動を阻害することなく、粉末収容ボトルＢに対す
る粉末状内容物Ｃの円滑な充填を実現できる。
【００３８】
　また、バルブ浮揚用磁石１４０が、喉部１１１の外周に移動自在な状態で配置されて粉
末収容ボトルＢを喉部１１１に外嵌する際に粉末収容ボトルＢによって押し上げ自在とな
るボトル開口部用カバー１３０に取り付けられている。
　したがって、粉末収容ボトルＢの設置時にバルブ浮揚用磁石１４０とバルブ側磁石１２
１とが相互に接近して反発離間するため、充填用ロート１１０に対する粉末収容ボトルＢ
の設置を利用して遊動バルブ１２０を簡便に開放できるとともに、粉末収容ボトルＢが充
填用ロート１１０に対して設置されていない状態で遊動バルブ１２０が不用意に開放する
ことを確実に防止でき、また、バルブ浮揚用磁石１４０をボトル開口部用カバー１３０に
取り付けて一体化することでキット構成が複雑になることを回避できる。
【００３９】
　また、前述したように、本発明のバルブ付きロート型充填キット１００は、充填用ロー
ト１１０に対する粉末収容ボトルＢの設置を利用して遊動バルブ１２０を開放させるよう
に設計されているため、充填用ロート１１０に対する粉末収容ボトルＢの設置とは別途に
バルブ開放作業を行う必要がなく充填作業に係る作業工程を短縮でき、特に、複数のバル
ブ付きロート型充填キット１００を用いて充填作業を同時並行で行う場合、複数の充填用
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ロート１１０に対して粉末状内容物Ｃを充填用ロート１１０に投入した後に各充填用ロー
ト１１０に対して粉末収容ボトルＢを設置すれば良いため、作業手順が簡素化して充填作
業の効率性を向上させることができる。
【００４０】
　また、本発明のバルブ付きロート型充填キットでは、電気回路を使用して遊動バルブ１
２０の開閉を行う必要がなく、キット構造を簡単なものとすることができるため、装置の
メンテナンスが容易である。
【００４１】
　また、ボトル開口部用カバー１３０が、喉部１１１の外周に形成されたカバー支持用フ
ランジ１１２によって垂直方向に位置規制されている。
　したがって、ボトル開口部用カバー１３０を移動自在に保持した状態でボトル開口部用
カバー１３０と充填用ロート１１０とを一体化できるため、バルブ付きロート型充填キッ
ト１００の取り扱いを簡便にすることができる。
【００４２】
　また、遊動バルブ１２０が、バルブ側磁石１２１を上下両端に有している。
　したがって、バルブ浮揚用磁石１４０によって上下両端のバルブ側磁石１２１のいずれ
かを反発させて遊動バルブ１２０を確実に浮揚させるため、遊動バルブ１２０内における
バルブ側磁石１２１の位置や磁極の向きなどに配慮する必要がなく、充填用ロート１１０
に対する遊動バルブ１２０の設置を簡便かつ容易に達成できる。
【００４３】
　また、振動発生器１５０が、充填用ロート１１０の近傍に設けられている。
　したがって、充填用ロート１１０内に投入された粉末状内容物Ｃに対して振動を付与し
て粉末状内容物Ｃの流動性を向上させるだけでなく、充填用ロート１１０内で浮揚する遊
動バルブ１２０に対して振動が付与されて遊動バルブ１２０が充填用ロート１１０内で揺
動または旋回し、粉末状内容物Ｃを流動させる際に充填用ロート１１０内で創成されがち
なブリッジに対して遊動バルブ１２０が直接的に接触し、これを崩すため、粉末状内容物
Ｃの充填用ロート１１０内でのより円滑な流動を確保して粉末収容ボトルＢ内への定量的
な流入をより確実に行うことができる。
【００４４】
　また、このように粉末収容ボトルＢ内への粉末状内容物Ｃの緩やかで定量的な流入を実
現することで、ブリッジ崩壊時など、多量の粉末状内容物Ｃが急激に粉末収容ボトルＢ内
に落下した場合等に生じがちな空気の吹き返し現象を回避するため、粉末状内容物Ｃの外
部飛散を防止できる。
【００４５】
　とりわけ、煙霧シリカ系粉末等のカサ密度が小さく飛散し易い粉末や、雲母チタン系光
輝性顔料、ラメ剤等の粒子形状が板状で飛散し易い粉末、更に外力により壊れ易い粒子構
造をもつ粉末などを含む粉末状内容物Ｃは、電気回路等を用いた真空充填や加圧充填の装
置では粉末の飛散や粒子構造の破壊による粉末性状の変質を生じ易いため従来は充填が難
しかったが、本発明のバルブ付きロート型充填キット１００はこのような粉末状内容物Ｃ
を用いた際にも容易に充填できるものであり、本発明の効果をより大きく享受することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施例であるバルブ付きロート型充填キットの全体概略図。
【図２】充填用ロートに粉末収容ボトルを設置する前段階を示す説明図。
【図３】充填用ロートに粉末収容ボトルを設置した状態を示す説明図。
【図４】バルブ付きロート型充填キットに振動を付与した状態を示す説明図。
【図５】充填用ロート内でブリッジが創成された状態を示す状態説明図。
【符号の説明】
【００４７】



(9) JP 2010-18331 A 2010.1.28

10

　１００　・・・　バルブ付きロート型充填キット
　１１０　・・・　充填用ロート
　１１１　・・・　喉部
　１１２　・・・　カバー支持用フランジ
　１２０　・・・　遊動バルブ
　１２１　・・・　バルブ側磁石
　１３０　・・・　ボトル開口部用カバー
　１４０　・・・　バルブ浮揚用磁石
　１５０　・・・　振動発生器
　１６０　・・・　ロート用支持台
　１６１　・・・　ボトル設置用台座
　１７０　・・・　ロート用留め具
　　Ｂ　　・・・　粉末収容ボトル
　　Ｂ１　・・・　ボトル開口部
　　Ｃ　　・・・　粉末状内容物
　　Ｍ　　・・・　計量器

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



(11) JP 2010-18331 A 2010.1.28

フロントページの続き

(72)発明者  栗原　充
            埼玉県狭山市富士見２－２０－１　株式会社コーセー生産技術センター内
Ｆターム(参考) 3E070 AB11  VA17  WG06  WG07 
　　　　 　　  3E079 HH01 
　　　　 　　  3E118 AA02  AB03  BB02  BB08  BB10  CA02  CA08  EA02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

